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　この度は栄誉ある入澤宏・彩記念若手研究奨励
賞を賜り，大変光栄に存じます．本研究を評価し
てくださった選考委員の先生方に感謝申し上げる
とともに，両先生の名を頂く本賞に恥じぬよう今
後もより一層研究に邁進していく所存です．
　今回の受賞課題である Two-pore channel 3

（TPC3）の研究は，藤吉好則教授の研究室に所属
していた際に着手したものですが，現所属の久保
義弘教授のもとに赴任した際，両先生のご厚意に
より研究を継続させて頂きました．当初は結晶構
造解析を目指していたのですが，機能解析のため
にツメガエル卵母細胞に発現させてみると，活性
化に 10 秒近くもかかるあまりお目にかかれない
電流波形が観察されました．これは何だろうとの
めり込み，あれこれ試した結果，PI(3,4)P2 と呼ば
れる特殊なホスホイノシチドによる活性調節を反
映していることがわかりました．ツメガエル卵母
細胞はもともと脱分極刺激により PI(3,4)P2 濃度を
増大させる機構を備えており，これが TPC3 の電
流量増大として観察されていたというわけです．
　TPC の解析を始めた当初，あまり研究されてな
い独自のものを見つけたと思い込んでいたのです
が，1 年後にはあっさり結晶構造が報告されてし
まいました．相当に気が滅入ったのを覚えていま
すが，ユニークな研究というのはそう簡単に打ち
立てられるものではないと改めて実感したもので
す．その時にはすでに生理学研究所に異動してお
り，新しい電気生理学的・光生理学的解析手法に
触れる機会を得ることができました．それら自体
を駆使することも楽しいものですが，これまでの

生化学的手法を電気生理学的解析に組み込めない
か，また，逆に構造解析につなげられないかなど
色々想像するのは楽しく，やってみたいことが生
まれてきます．一つの手法だけに拘泥していたら
こうした視点は出てこなかっただろうなと考えま
すと，ユニークな研究というものはこれまで培っ
てきた知識や技術，経験の総力戦なのだと思えま
す．などと，大層なことを言えるほどの経験や知
識が自分にあるかは心許ないところですが，これ
までの経験と多くの方々から頂いたものを独自の
研究として結実させるべく，今後も励んでいきた
いと思います．
　最後になりますが，本賞を頂くことができまし
たのも多くの方々のご指導とご支援の賜物であり
ます．これまで厳しくも温かいご指導・ご支援を
頂きました藤吉教授，久保教授および両研究室の
同僚の方々，共同研究者を始めお世話になった皆
様方に心より御礼を申し上げます．
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